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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、医療を受ける幼児に対し、親と医療者とが協働して

プレパレーションを実施するための第 1 段階として、看護師が親の参画の仕方を判断するため

に、親アセスメントシートを開発することである。 
先行文献よりアセスメントシートの試案を作成し、小児看護の専門家の助言を得て項目を修正

し、プレパレーションを実施している看護師に使用してもらい検討した結果、①親の不安の程

度、②親子の関係性、③過去の医療経験、④子どもを支援することに対する親の考え、⑤医療

者との協働に関する親の考え、の 5 因子 40 項目とした。しかし、このアセスメントシートの

活用の仕方にも問題が残る結果となったため、引き続き内容や使用方法の検討を行い、一般化

に向けて実践に活用し、さらなる洗練化を行うことが課題である。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of our study was to develop an assessment sheet for 
parents of a young child undergo a medical procedure, it to aim collaboration between 
parents of preschool children undergoing medical examination and health care 
professionals. An assessment sheet developed by the researcher formed the basis of 
interviews with child health nurse, and data were analyzed qualitatively. In terms of 
results ware 5 factor 40 items,①Degree of parental anxiety,②Relationship of parent and 
child,③Medical experience,④Thought of the parent for helping children,⑤Thought of a 
parent cooperation with the medical staff. Because it was a result the problem remains on 
how to take advantage of this assessment sheet, future issues include the practical use of 
the plan with a view to generalization, and further refinement of the plan. 
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１．研究開始当初の背景 
子どもが健康障害に陥った場合、心身にも

たらされる侵襲のみならず、医療を受けると
いう未知の体験をすることは、子どもにとっ
て大変ストレスフルなことである。しかし、
ストレスフルな状況であっても重要他者で
ある親が子どもの安全基地となることによ
って、子どもの支えになることができる
(Piira, Sugiura, & Champion, et al., 2005 ; 
鈴木, 2006)。そのため、医療者は親と協働し
ながら子どもにかかわっていく姿勢が必要
である。親と医療者がパートナーシップを結
び、協働して子どもを支援することについて、
協働的パートナーシップ理論がある。その第
1 段階｢探索｣は、協働的に取り組むことを探
索し、情報交換をして相互理解を深め、信頼
関係を築き、問題を打ち明けることによって
達成される(Gottlieb, Feeley,& Dalton,2006)。
よって、親と医療者が協働するためには、親
と情報交換をして、親と医療者がお互いにど
のように子どもを支えたいと考えているの
か、話し合いをしていく必要がある。 
しかし、現代の育児状況は、核家族化、少子
化等社会の変化に端を発する親の育児力の
低下が問題になっており、子どもの言動を解
釈 で き ず に 翻 弄 さ れ て い る 親 も い る 
(Cavender, Goff, & Hollon, et al.,2004)。よ
って、協働的パートナーシップ理論に基づい
て親と協働するためには、親を適切にアセス
メントし、どのように親が参画することが親
と子どもの双方にとってふさわしいのか参
画の仕方を考えていく必要がある。 
小児医療の場面において、親が主体的に子ど
もの医療に参画し、親役割を遂行して子ども
を支援できるようなケアの１つがプレパレ
ーションであり、まさに協働的パートナーシ
ップ理論を用いて親と医療者が協働して子
どもを支えることができる場である。 
そこで、親と医療者が協働して子どもを支援
するための第 1 段階として、看護師が親をア
セスメントし、親の参画の仕方を考える必要
があるため、親アセスメントシートの開発が
必要であると考えた。 
 親の参画について文献検討をした結果、松
森他(2009)は、手術を受ける子どもの説明に
ついて、75%の医療者が親と子どもに対して
説明をしていると回答しているのに対し、説
明を受けたと回答した親は 39%と少なく、親
と医療者の認識には違いが見られた。よって、
医療者はすでに親が参画できていると考え
ているが、親は参画できていないと考えてい
るため、その関係性を改善する必要がある。 
また、小児医療における親の主体的な参画の
現状について文献検討をした結果、親は家族
の権利が尊重され、医療者と役割分担をしな
がら参画することを望んでいた(岡﨑,楢木

野,2010)。つまり、親も医療者とのパートナ
ーシップ結んで子どもを支援することを求
めている。 
しかし、検査・処置中の親の付添いに関して、
杉本他(2005)は親が検査・処置に付添うか付
添わないかを決める主体は、看護師と医師が
約 50%であると報告しており、親が主体的に
医療に参画できていない現状が明らかにな
っている。しかし、親の誰もが子どもが医療
を受ける時に付き添って子どもを支援でき
るわけではなく、付き添うことでかえって親
の負担になり、不安感を高めてしまうことも
ある。よって、付き添うことが子どもにとっ
てよいことであっても親にとってはどうな
のか、親と子どもの双方の視点から参画の仕
方を考えていく必要があるが、親と協働する
ために親をアセスメントするツールはない。 
よって、医療を受ける幼児に対し、親と医療
者とが協働してプレパレーションを行うた
めに、親アセスメントシートを開発し、親に
とってふさわしい参画の仕方を考えていく
必要がある。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、医療を受ける幼児に対し、
親と医療者とが協働してプレパレーション
を実施するために、看護師が親をアセスメン
トするためのシートを開発することにある。
そのため、先行研究や既存の尺度を参考に医
療を受ける幼児のプレパレーションにおけ
る親の参画の仕方をアセスメントするシー
トを作成する。その内容を小児看護学の専門
家からの助言、看護師への予備調査をもとに
項目を修正および決定する。その後、実際の
プレパレーションの場面で看護師に活用し
てもらい、親へは、既存の尺度との比較を行
い、アセスメントシートの信頼性・妥当性を
検討する。 

 
３．研究の方法 
(1)採血・点滴を受ける幼児のプレパレーシ
ョンにおける親のアセスメントシートの試
案を作成する。 
(2) 臨床でプレパレーションを実施してい
る看護師に対して調査を実施し、内容妥当性
を検討する。 
(3) 作成したアセスメントシートを用いて
調査を実施し、信頼性・妥当性を明らかにす
る。 
 
４．研究成果 
(1)採血・点滴を受ける幼児のプレパレーシ
ョンにおける親のアセスメントシートの試
案を作成する。 
 先行文献より、親のアセスメントシートの
案を抽出し、小児看護の専門家に質問項目が



 

 

何を測定しているか、質問項目同士がどのよ
うに関連し合っているのか、質問の意味が明
確にとれるか、簡潔であるか等、内容を評価
してもらい修正した結果、①親の性格特性(4
項目)、②親子の関係性(6 項目)、③処置に対
する親の理解(3 項目)、④親の心構えの程度
(1 項目)、⑤過去の医療経験 (8 項目)、⑥親
から子どもへの説明内容(4 項目)、⑦親が評
価する子どもの能力(5 項目)、⑧医療者との
協働的パートナーシップに対する親の考え
(7項目)の8因子44項目のアセスメントシー
トの試案を作成した。 
 
(2) 臨床でプレパレーションを実施してい
る看護師に対して調査を実施し、内容妥当性
を検討する。 
調査対象：近畿圏にある小児専門病院ある
いは小児科、小児(科)病棟を有する総合病
院で、研究の趣旨に賛同し、小児看護経験
3 年以上で、プレパレーションの経験のあ
る看護師 7 名程度。 
調査方法：30 分程度の半構成面接を行う。 
調査内容：①看護師の属性(年齢、経験年数、

小児医療に関わった経験年数、プレパレー

ションの経験年数、プレパレーションに関

する教育経験の有無)。②親アセスメントシ

ートの試案を提示し、質問項目の意味が明

確にとれるか、不適切なものはないか等。 
結果：「親の性格特性」と「親が評価する子
どもの能力」については、プレパレーショ
ン実施前の僅かな時間に判断することが難
しく、実施前に把握できなくてもプレパレ
ーション実施中に把握した時点でかかわり
方をかえることで対応できるのではないか
という意見が多く、「親の不安の程度」と修
正した。また、「処置に対する親の理解」と
「親の心構えの程度」、「親から子どもへの
説明内容」は、「子どもを支援することに対
する親の考え」として同じ因子とした。 
 また、「医療者との協働的パートナーシッ
プに対する親の考え」については、協働的
パートナーシップ理論から引用した質問項
目であり、「表現がわかりにくい」「親にど
のように質問したらいいかわからない」と
いう意見が多く、「親は医師や看護師と協働
してプレパレーションを行いたいと思って
いるか」「医師や看護師に何を期待している
か」という項目を残し、「親としてどのよう
にかかわりたいと思っているか」の項目を
追加し、 
①親の不安の程度、②親子の関係性、③過
去の医療経験、④子どもを支援することに
対する親の考え、⑤医療者との協働に関す
る親の考え、の 5 因子 40 項目とした。 

 
(3) 作成したアセスメントシートを用いて
調査を実施し、信頼性・妥当性を明らかにす
る。 
研究対象：近畿圏にある小児専門病院あるい
は小児科、小児(科)病棟を有する総合病院で、
研究の趣旨に賛同し、幼児のプレパレーショ
ンを実施する看護師 10 名。 
調査方法：実際に採血・点滴を受ける幼児の
プレパレーション前にアセスメントシート
を使用して親をアセスメントしてもらい、プ
レパレーション後に看護師に 30 分程度の半
構成面接を行った。 
結果： 
（1） アセスメントに要した時間 
 プレパレーションは全件とも病棟で行わ
れた。プレパレーション前のアセスメントに
要した時間は平均 13 分であった。アセスメ
ントに要する時間がなく、看護師の判断で項
目を選択してアセスメントされていた場合
も半数あった。 
（2） アセスメントシートを用いた親のア

セスメントについて 
 看護師がアセスメントを行い、親と協働し
てプレパレーションが行えるかどうかの判
断は、①親の不安の程度、④子どもを支援
することに対する親の考え、⑤医療者との
協働に関する親の考えを重視して行われて
いた。①親の不安の程度が高い場合は、プ
レパレーションに入ってもらわず、親への
ケアが優先されていた。また、④子どもを
支援することに対する親の考えについては、
親と協働してプレパレーションが行えるか
の判断にも使用されていたが、プレパレー
ションを行うときにどのように親が子ども
にかかわりたいと思っているかを知ること
ができ、プレパレーションの方法に活かさ
れていた。 
 アセスメントシートを使用して親をアセ
スメントした後に親とプレパレーションを
行った場合、親は最後まで子どもを支援す
ることができていた。 
（3） アセスメントシートの臨床での活用

について 
 アセスメントシートはアセスメント項目
を示したものであり、点数化したものではな
い。そのため、「プレパレーションの経験豊
かな看護師であればアセスメントできるが、
経験のない新人であればアセスメントでき
ないのではないか」という意見が多く聞かれ
た。また、「入院している子どもの親を対象
にアセスメントシートを使用してもらった
ため、アセスメントを行う時間がとりやすか
ったが、外来で行う場合、診察の後にすぐに
採血・点滴を行われるため、アセスメントを
行う時間をとることが難しいと思う」という
意見や、「子どもが入院していると事前に親



 

 

とコミュニケーションがとれていたり、親の
情報を得ていることが多いため、アセスメン
トしやすかった」という意見も聞かれた。 
 引き続き内容や使用方法の検討を行い、一
般化に向けて実践に活用し、さらなる洗練化
を行うことが課題である。 
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